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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに異なる複数の報知情報が入力される入力インターフェースと、
　複数の電気機器と接続した出力インターフェースと、
　人のいる可能性が予め定めた基準よりも高い場所の情報を取得する場所情報取得手段と
、
　前記複数の電気機器のうち前記場所情報取得手段で取得した前記人がいる可能性の高い
場所の周辺に設けられた電気機器に対して優先的に前記報知情報を報知するための報知信
号を出力する演算部と、
　を備え、
　前記複数の報知情報は、屋外で発せられた報知情報を含み、
　前記複数の電気機器は、複数の照明器具を含み、
　前記演算部は、前記複数の照明器具の使用状況に基づいて選択した一部の照明器具に対
して優先的に前記報知信号を出力することで、前記複数の照明器具のうち前記一部の照明
器具のみを点滅または明滅点灯させるように構築された報知装置。
【請求項２】
　互いに異なる複数の報知情報が入力される入力インターフェースと、
　複数の電気機器と接続した出力インターフェースと、
　人のいる可能性が予め定めた基準よりも高い場所の情報を取得する場所情報取得手段と
、
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　前記複数の電気機器のうち前記場所情報取得手段で取得した前記人がいる可能性の高い
場所の周辺に設けられた電気機器に対して優先的に前記報知情報を報知するための報知信
号を出力する演算部と、
　を備え、
　前記複数の報知情報は、屋外で発せられた報知情報を含み、
　前記演算部は、人がいる可能性が前記基準よりも高い場所と前記基準よりも低い場所と
で前記複数の電気機器の報知動作の強度に差をつけるように構築された報知装置。
【請求項３】
　互いに異なる複数の報知情報が入力される入力インターフェースと、
　複数の電気機器と接続した出力インターフェースと、
　人のいる可能性が予め定めた基準よりも高い場所の情報を取得する場所情報取得手段と
、
　前記複数の電気機器のうち前記場所情報取得手段で取得した前記人がいる可能性の高い
場所の周辺に設けられた電気機器に対して優先的に前記報知情報を報知するための報知信
号を出力する演算部と、
　を備え、
　前記複数の報知情報は、屋外で発せられた報知情報を含み、
　前記演算部は、人がいる可能性が第一の高さである第一の場所と人がいる可能性が前記
第一の高さよりも高い第二の高さである第二の場所とがあった場合に、前記第一の場所に
ある電気機器の作動量よりも前記第二の場所にある電気機器の作動量を大きくするように
前記報知信号を出力する報知装置。
【請求項４】
　互いに異なる複数の報知情報が入力される入力インターフェースと、
　複数の電気機器と接続した出力インターフェースと、
　前記複数の報知情報を複数のグループに区別して互いに異なる優先順位をつけて登録可
能な優先レベル別登録リストを記憶した記憶部と、
　前記入力インターフェースに前記複数の報知情報が入力されると、前記優先レベル別登
録リストに従って、入力された前記報知情報に応じた報知信号を前記複数の電気機器の少
なくとも一つに出力する演算部と、
　を備え、
　前記演算部は、前記入力インターフェースに入力された前記複数の報知情報が前記優先
レベル別登録リストのいずれのグループに該当するかに応じて前記複数の電気機器の間で
報知先を異ならしめるように構築された報知装置。
【請求項５】
　互いに異なる複数の報知情報が入力される入力インターフェースと、
　電気機器と接続した出力インターフェースと、
　前記複数の報知情報を複数のグループに区別して互いに異なる優先順位をつけて登録可
能な優先レベル別登録リストを記憶した記憶部と、
　前記入力インターフェースに前記複数の報知情報が入力されると、前記優先レベル別登
録リストに従って、入力された前記報知情報に応じた信号を前記電気機器に出力する演算
部と、
　を備え、
　前記電気機器は、照明器具を含み、
　前記演算部は、前記照明器具の消灯中に前記入力インターフェースに報知情報が入力さ
れると、第一優先順位が付けられたグループに前記報知情報が属するものであるときには
前記照明器具を自動的に点灯させ、前記第一優先順位よりも低い第二優先順位が付けられ
たグループに前記報知情報が属するものであるときには前記照明器具を点灯させない報知
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、報知装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、下記の特許文献に記載されているように、火災、自然災害、不在時の来客など様
々な場面でユーザへの報知を行う報知装置が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－８６５８号公報
【特許文献２】特許第５００１４６８号公報
【特許文献３】国際公開２０１２／１７６３２９号公報
【特許文献４】特開２０１２－４８６３２号公報
【特許文献５】特開２００８－２０４３９３号公報
【特許文献６】特開２００１－５２８８１号公報
【特許文献７】特開２００３－３０９６６２号公報
【特許文献８】特許第５２４２９３５号公報
【特許文献９】特開２０１３－６９０８１号公報
【特許文献１０】特開２０１３－４７９４２号公報
【特許文献１１】特開２０１３－４７９４１号公報
【特許文献１２】特開２０１３－４７９３９号公報
【特許文献１３】特開２０１３－２９９４４号公報
【特許文献１４】特許第４８５４１７９号公報
【特許文献１５】特許第５１３００９２号公報
【特許文献１６】特許第４９８８２６５号公報
【特許文献１７】特許第４６３９５３４号公報
【特許文献１８】特開２００２－３００２９５号公報
【特許文献１９】特開平１０－７９７８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　近年ではユーザに対して報知すべき報知情報の数が増加傾向にあり、またその種類も様
々である。従来、ユーザに対してこれらの報知情報を確実に伝達したいというニーズがあ
った。
【０００５】
　本発明は、上述のような課題を解決するためになされたもので、ユーザに対して報知情
報をより確実に伝達できるように改良された報知装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明にかかる報知装置は、
　互いに異なる複数の報知情報が入力される入力インターフェースと、
　複数の電気機器と接続した出力インターフェースと、
　人のいる可能性が予め定めた基準よりも高い場所の情報を取得する場所情報取得手段と
、
　前記複数の電気機器のうち前記場所情報取得手段で取得した前記人がいる可能性の高い
場所の周辺に設けられた電気機器に対して優先的に前記報知情報を報知するための報知信
号を出力する演算部と、
　を備え、
　前記複数の報知情報は、屋外で発せられた報知情報を含み、
　前記複数の電気機器は、複数の照明器具を含み、
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　前記演算部は、前記複数の照明器具の使用状況に基づいて選択した一部の照明器具に対
して優先的に前記報知信号を出力することで、前記複数の照明器具のうち前記一部の照明
器具のみを点滅または明滅点灯させるように構築されたものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、人がいる可能性の高い場所の電気機器を優先的に用いて報知を行うこ
とで、ユーザに対して報知情報を確実に伝達することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態にかかる報知装置を示す図である。
【図２】本発明の実施の形態にかかる表示装置に表示される画像を示す図である。
【図３】本発明の実施の形態にかかる報知装置を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１は、本発明の実施の形態にかかる報知装置を示すブロック図である。実施の形態に
かかる報知装置は、コントローラ２０の一機能として提供される。コントローラ２０は、
さまざまな家電機器に搭載されうるものであり、具体的は照明器具内に搭載されてもよい
。コントローラ２０は、入力インターフェースとして用いられる入出力ポートＩ／Ｏ０１
～Ｉ／Ｏ０９と、ＲＡＭおよびＲＯＭからなる記憶部２４と、ＣＰＵ２２と、出力インタ
ーフェースとして用いられる入出力ポートＩ／Ｏ１０～Ｉ／Ｏ１６およびモニタ出力ポー
トを備えている。また、コントローラ２０は、ＬＡＮ通信を行うためのＥＴＨＥＲＮＥＴ
（登録商標）２５の入力／出力ポートも備えている。後述するように、入出力ポートＩ／
Ｏ０１～Ｉ／Ｏ１６およびＥＴＨＥＲＮＥＴ２５の入力／出力ポートには様々な電気機器
が接続される。この接続は、有線接続であっても無線接続であってもよい。
【００１０】
　入出力ポートＩ／Ｏ０１～Ｉ／Ｏ０９には、複数の報知情報が入力される。報知情報と
は、何らかの情報を知らせるために発信される情報であり、災害および安全などに関する
警報、荷物の配達などに関するお知らせ、電話、天気に関する情報、ＨＥＭＳ（home ene
rgy management system）あるいは建物内のエネルギー管理システムの持つ電力情報、そ
の他の人間の活動に関する様々な情報が含まれる。具体的には、コントローラ２０のＥＴ
ＨＥＲＮＥＴ２５の入力ポートには、ＬＡＮ４６を介してＨＥＭＳコントローラ３１から
の情報が入力される。ＨＥＭＳコントローラ３１は、家屋に設けられた家庭用電気機器の
それぞれの電力消費量を個別に検知するプログラムを内蔵している。家庭用電気機器とし
て、典型的には、照明器具、掃除機、給湯器、調理器、人の存在を感知可能な人感センサ
、冷暖房機器、保温便座がある。
【００１１】
　なお、本発明は一般家庭の家屋のみを対象とするものではなく、集合住宅に対しても適
用されても良く、商業施設、工業施設、公共施設、その他の各種施設に対して適用されて
も良い。
【００１２】
　コントローラ２０のＥＴＨＥＲＮＥＴ２５の入力ポートには、ＬＡＮ４６からさらにイ
ンターネット４５を介して緊急地震速報３２、配達のお知らせを通知するサーバ３３、お
よび災害警報を発令するサーバ３４からの電子メールおよびＷｅｂ上の各種電子情報が入
力される。サーバ３４は、複数のサーバをまとめて表示しており、火災、地震、台風、大
雨、大雪その他の各種の天災および人災を通報する各省庁または情報機関の運営するサー
バが含まれる。また、入出力ポートＩ／Ｏ０１～Ｉ／Ｏ０９には、ガス感知器３５、火災
報知機３６、進入警報機３７、呼出用ボタン３８、インターホン３９、介護機器４０、雨
感知器４１、携帯電話４２、漏電警報機（又はブレーカ）４４とそれぞれ接続している。
固定電話４３は、モデム４７を介してＬＡＮ４６に接続しており、固定電話４３からの着
信はＥＴＨＥＲＮＥＴ２５の入力ポートへと伝達されるようになっている。
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【００１３】
　記憶部２４は、入出力ポートＩ／Ｏ０１～Ｉ／Ｏ０９と接続した電気機器を登録した入
力機器リスト、入出力ポートＩ／Ｏ１０～Ｉ／Ｏ１６と接続しておりコントローラ２０か
らの出力信号を伝達すべき出力機器リスト、設定内容ファイル、内部情報を出力機器リス
ト上の電気機器に伝達するための出力信号を生成する出力シーケンス、連絡先リスト（典
型的には送受信メールアドレスおよび自動発信電話番号など）、自動応答音声データ、Ｈ
ＥＭＳ通信ソフトなどの各種プログラムおよびデータを記憶している。
【００１４】
　ＥＴＨＥＲＮＥＴ２５の出力ポートは、ＬＡＮ４６と接続している。ＬＡＮ４６は、イ
ンターネット４５と接続するとともに、ＨＥＭＳコントローラ３１とも接続している。入
出力ポートＩ／Ｏ１０～Ｉ／Ｏ１６には、テレビ６８、照明器具６９、オーディオ７０、
スピーカ７１、警報機７２、スプリンクラー７３、およびインターホン３９に接続してお
り、これらに報知信号を供給する。報知信号を受けると、テレビ６８が画面に警告マーク
を表示したり、照明器具６９が所定の点滅モードで点滅したり、オーディオ７０、スピー
カ７１、警報機７２が所定の警報音を発したり、スプリンクラー７３およびインターホン
３９が作動したりする。
【００１５】
　上述したように、記憶部２４は、入力機器リストおよび出力機器リストを記憶しており
、これらは複数の電気機器を登録可能である書換可能な機器登録リストである。ＣＰＵ２
２は、出力機器リストおよび出力シーケンスを用いて、入力された報知情報に応じた報知
を出力機器リストの電気機器（インターホン３９、テレビ６８～スプリンクラー７３）に
行わせるための信号を生成し、入出力ポートＩ／Ｏ１０～Ｉ／Ｏ１６から出力する。
【００１６】
　また、コントローラ２０がＥＴＨＥＲＮＥＴ２５の出力ポートから出力した信号は、Ｌ
ＡＮ４６およびインターネット４５を介して、携帯電話６１、自動車あるいはバイクであ
る移動体６２が備える電気機器に伝達されるように設定されている。また、モデム６３を
介して、警備会社、警察、消防その他の各種サーバ６４への通報が可能となっている。モ
デム６３を介して、記憶部２４内の自動発信電話番号にリスト化された指定電話番号に対
応する指定電話機６５に発信することもできる。携帯電話６１、移動体６２、各種サーバ
６４、指定電話機６５も、出力機器リストに登録されている。ＣＰＵ２２は、出力機器リ
ストおよび出力シーケンスを用いて、入力された報知情報に応じた報知を出力機器リスト
の電気機器に行わせるための信号を生成し、ＥＴＨＥＲＮＥＴ２５の出力ポートから出力
する。なお、これらの電気機器とコントローラ２０との間の通信が確立された場合に、コ
ントローラ２０は、記憶部２４内の自動応答音声データのうち入力された報知情報と予め
対応付けられた通報用メッセージを出力してもよい。
【００１７】
（報知情報の一覧表示）
　図２は、本発明の実施の形態にかかる表示装置２６に表示される画像を示す図である。
表示装置２６は、デスクトップパソコン、ノートパソコン、タブレット型パソコン、およ
び携帯端末などのモニタあるいはテレビであり、コントローラ２０は無線式又は有線式の
モニタ出力ポートを介して表示装置２６と接続している。記憶部２４は、受け取った報知
情報を表示装置２６で一覧表示するための対応テーブルを記憶している。この対応テーブ
ルは、表示装置２６の表示画面上における互いに異なる複数の表示位置と入出力ポートＩ
／Ｏ０１～Ｉ／Ｏ０９にそれぞれ入力された情報との間の対応関係を定めたものである。
ＣＰＵ２２は、入出力ポートＩ／Ｏ０１～Ｉ／Ｏ０９およびＥＴＨＥＲＮＥＴ２５のポー
トを介して入出される複数の報知情報を記憶部２４内の対応テーブルに対して入力し、対
応テーブル内に入力された複数の報知情報をあてはめた画像情報を算出する。コントロー
ラ２０は、この算出した画像情報を表示させるための信号を表示装置２６に対して出力す
る。図２に示すように、互いに異なる報知情報をまとめて一覧表示することができる。図
２では、一例として火災報知機３６からの火災報知信号があった場合の画像が図示されて
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おり、火災報知機に関する欄のみが黒丸で表示されて目立つようになっている。図２では
便宜上入力機器リストに登録された電気機器のうち一部についてのみの報知情報を列挙し
ているが、好ましくは、全ての報知情報をまとめて一覧表示できるようにしても良い。
【００１８】
　互いに異なる複数の報知情報を、同じ表示装置にまとめて一覧表示することで、個々の
電気機器が報知のためのユーザーインターフェースを持つ必要がなくなり、ユーザーイン
ターフェースを１つにまとめることができる。報知に関する処理をコントローラ２０に集
約しているので、非常時の電源管理およびデータバックアップはコントローラ２０のみに
対して行えばよく、バックアップシステムが簡素化される。１つのコントローラ２０で入
出力情報をまとめて管理し、ＨＥＭＳコントローラ３１～スプリンクラー７３の動作を制
御するので、システムそのものが簡素化される。
【００１９】
（報知先および報知動作の指定）
　コントローラ２０の記憶部２４に記憶した設定ファイルには、互いに異なる複数の報知
情報の報知先を複数の電気機器にそれぞれ指定するための情報を書き込むことができる。
さらに、本実施の形態では、報知先の指定に加えて、報知時に利用する電気機器がどのよ
うに作動するかについても設定できるようになっている。図２に示すように表示装置２６
には縦方向に列挙した複数の報知情報に対して横方向に報知先および報知動作がそれぞれ
列挙して表示されており、ユーザは表示装置２６の画面を見ながら図示しないユーザイン
ターフェースを用いてこれらの設定を変更できる。図２に示すように、例えば「火災報知
機」からの報知情報をコントローラ２０が受信したときには、照明器具６９が点灯中およ
び消灯中に点滅し、警報機７２が作動し、ＬＡＮ４６、インターネット４５、モデム６３
を経由して警備会社のサーバ６４への連絡が行われ、スピーカ７１は警告音を発し、携帯
電話６１に向けて通話発信およびメール送信がなされ、ＨＥＭＳコントローラ３１に火災
報知信号が伝達される。これにより、互いに異なる複数の報知情報を、指定した電気機器
を通じて、指定した報知動作で、ユーザに伝達することができる。これにより、高齢者な
ど情報機器の操作に不慣れなユーザでも、希望とする報知動作を自由に指定および使用す
ることができる。
【００２０】
（人のいる場所への選択的報知）
　記憶部２４には場所情報取得プログラムが記憶されており、コントローラ２０はこのプ
ログラムを実行することで人がいる場所を推定する。具体的には、この場所情報取得プロ
グラムは、ＨＥＭＳコントローラ３１から電気機器それぞれの使用状況（たとえば消費電
力量）を受信し、その使用状況に基づいて人がいる場所を推定する。典型的には、掃除機
の作動中には通常は家人がその掃除機を持って掃除中である可能性が高く、調理器の作動
中には通常は家人がその調理器の周辺で料理中である可能性が高い。その一方で、例えば
洗濯機の作動中であっても家人は洗濯機の近くにはいない可能性が高い。このように、使
用されている電気機器の種類に基づいて人の場所を推定することができる。なお、使用状
況に電力消費量を含めてもよく、典型的には冷暖房機器や照明器具の電力消費量が多いほ
どそれらが取り付けられた部屋に人がいる可能性が高いと判断しても良い。使用者がその
電気機器の近くにいる状態でオンオフや電力消費量が異なる電気機器として、典型的には
、本実施の形態でＨＥＭＳコントローラ３１と接続している照明器具、掃除機、給湯器、
調理器、冷暖房機器、保温便座がある。これにより電力マネジメントコントローラの情報
を利用して人がいる可能性を判断することができる。例えば複数の部屋に照明器具６９が
設けられている場合に、部屋ごとの照明器具６９の使用状況に基づいて人がいる可能性を
判断しても良く、部屋ごとの照明器具６９の電力消費量の合計値が高いほどその部屋に人
がいる可能性が高いと推定してもよい。
【００２１】
　本実施の形態では、人の存在を感知可能な人感センサが家屋に設けられており、この人
感センサの出力信号もコントローラ２０に入力される。場所情報取得プログラムは、人感
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センサが人を感知したときは、その人感センサ取り付け場所に人がいると推定する。
【００２２】
　ＣＰＵ２２は、出力機器リスト内の電気機器のうち、場所情報取得プログラムで取得し
た「人がいる可能性の高い場所」の周辺に設けられた電気機器に対して、ＥＴＨＥＲＮＥ
Ｔ２５の出力ポートおよび入出力ポートＩ／Ｏ０１～Ｉ／Ｏ１６を介して報知信号を出力
する。報知信号を受けたそれぞれの電気機器は、設定ファイルにおいて予め設定された報
知動作を行う。これにより、人がいる可能性の高い場所の電気機器を優先的に用いて報知
を行うことができる。なお、「優先的」とは、例えば、人がいる可能性が一定以上高い場
所の電気機器のみを選択して報知動作を行わせてもよく、例えば複数の部屋に照明器具６
９が設けられている場合には人がいる可能性が一定以上高い場所の照明器具６９のみを点
滅或いは明減点灯させてもよい。或いは、人がいる可能性が高い場所と低い場所とで電気
機器の報知動作の強度に差をつけてもよく、具体的には人がいる可能性が高いほど照明器
具６９の点滅強度あるいはオーディオ７０の音量などの電気機器の作動量を大きくしても
よい。
【００２３】
（優先順位に基づく報知）
　記憶部２４の設定ファイルには、複数の報知情報を複数のグループに区別して互いに異
なる優先順位をつけて登録可能な優先レベル別登録リストが含まれている。ＣＰＵ２２は
、入出力ポートＩ／Ｏ０１～Ｉ／Ｏ０９を経由して複数の報知情報が入力されると、優先
順位ごとに互いに異なる報知信号を出力する。これにより異なる報知情報に優先順位をつ
けて、緊急性の高低に応じて異なる報知を行うことができる。具体的には、実施の形態で
は、インターネット４５を経由してサーバ３４から取得される警報のうち、特に緊急性の
高い特別警報とそれ以外の警報とで、報知先および報知動作を相違させる。例えば、図２
に示した設定では、特別警報の場合には照明器具６９が消灯中でも自動的に点灯させて明
減点灯を開始し、それ以外の警報の場合には消灯中であれば報知動作を行わない。これに
より特別警報があったときには就寝中などで照明器具６９を消灯しているときでも報知を
行うことができる。なお、優先順位は実施の形態のように２種類に限られず、３段階以上
の複数の優先順位で分けても良い。実施の形態では警報のみに優先順位をつけたが、本発
明はこれに限られない。ＨＥＭＳコントローラ３１～漏電警報機４４からそれぞれ入力さ
れる互いに異なる報知情報それぞれに優先順位を設定してもよい。なお、優先順位の高い
報知情報は「割込報知」を行ってもよい。割込報知とは、電気機器の使用状況にかかわら
ずその電気機器で報知をするという動作であり、典型的には携帯電話６１が通話中であっ
てもその通話に割り込んで緊急性の高い災害警報を流すなどの動作である。
【００２４】
（介護等の場面での呼出報知）
　コントローラ２０は、介護機器４０の呼出操作または呼出用ボタン３８が押されたとき
には、その操作を示す信号が報知情報としてコントローラ２０に入力される。記憶部２４
は、自動応答音声データを記憶し、かつ連絡先を登録する連絡先登録リストを記憶してい
る。記憶部２４が記憶する伝言情報は、音声、テキスト、静止画または動画であってもよ
い。連絡先登録リストは、例えば、送受信メールアドレス、自動発信電話番号、ＩＰ電話
の連絡先ＩＤなどである。ＣＰＵ２２は、上記の操作を示す信号がコントローラ２０に入
力されたら、連絡先登録リストの連絡先に上記の伝言情報を送信する。これにより、連絡
が必要なとき、登録連絡先に自動的に伝言を送ることができる。緊急時の呼び出しが必要
なとき、呼出者が通話やメール文章入力を行うことが困難な状況におかれていても、速や
かに登録連絡先に伝言を送ることができる。
【００２５】
（防犯用報知）
　複数の報知情報は、電話回線またはインターネットを介して伝達される帰宅情報を含ん
でいる。「帰宅情報」は、携帯電話、固定電話またはＰＨＳを介して帰宅を連絡するいわ
ゆる「帰るコール」であってもよい。留守中に、予め設定した帰宅通知用連絡先に連絡が
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ザから自宅の固定電話４３への着信があったら、ＥＴＨＥＲＮＥＴ２５の出力ポートおよ
び入出力ポートＩ／Ｏ１０～Ｉ／Ｏ１６を介して、ＨＥＭＳコントローラ３１～スプリン
クラー７３に対して動作開始命令を発する。これにより、空き巣に狙われることを防いだ
り、いわゆる出くわし強盗に遭遇する危険性を減らしたりすることができる。典型的には
、コントローラ２０は、帰宅情報を受信したら照明器具６９をオンして点灯させるように
してもよい。
【００２６】
（自動車などとの通信）
　コントローラ２０において、ＣＰＵ２２は、ユーザの自家用車である移動体６２とイン
ターネット４５を介して無線通信が可能とされていてもよい。典型的には、移動体６２の
カーナビゲーション装置内の制御装置などが含まれる。移動体６２の車載ネットワークで
あるいわゆるＣＡＮ（Controller Area Network）とアクセスすることにより、カーナビ
ゲーション装置あるいはカーオーディオ装置などにドライバへの報知を行わせるようにし
てもよい。これらのコントローラが有する無線通信機能に対して、インターネット４５を
含む無線通信ネットワークを介してアクセスすればよい。自動車やバイクなどの移動体の
運転中には、報知情報を連絡することが必要であっても、携帯電話などの着信ができない
。そこで、移動体のコントローラに対して報知情報を送るようにすることで、携帯電話に
出られないときであっても報知が可能となる。
【００２７】
　ＣＰＵ２２は、外部から点検信号が入力されたら、複数の報知情報が入力されていない
ときであっても擬似的に報知情報の入力があったときの処理を実行する。点検信号は、例
えばＬＡＮ４６を通じて入力可能とされた所定の信号である。これにより防災訓練に合わ
せたシステム点検などを行うことができる。予め定めた日時が到来したら内部で自動的に
点検信号を発するプログラムを備えて、防災訓練の日程に合わせてスケジュールを設定し
てもよい。
【００２８】
　図３は、本発明の実施の形態の変形例にかかる報知装置を示すブロック図である。変形
例にかかるコントローラ１２０は、リモコン１６０と無線接続するＵＳＢインターフェー
ス２７と、スピーカ７１およびインターホン３９と接続する音声出力端子を備えている点
を除き、コントローラ２０と同じである。リモコン１６０は、テレビ６８、照明器具６９
、およびオーディオ７０を操作可能である。ＵＳＢインターフェース２７により汎用性を
高めることができ、音声出力用の専用端子を設けることで利便性を高めることができる。
【符号の説明】
【００２９】
３１　コントローラ、Ｉ／Ｏ０１～Ｉ／Ｏ１６　入出力ポート、２０　コントローラ、２
２　ＣＰＵ、２４　記憶部、２５　ＥＴＨＥＲＮＥＴ、２６　表示装置、２７　ＵＳＢイ
ンターフェース、３１　ＨＥＭＳコントローラ、３２　緊急地震速報、３３　サーバ、３
４　サーバ、３５　ガス感知器、３６　火災報知機、３７　侵入警報機、３８　呼出用ボ
タン、３９　インターホン、４０　介護機器、４１　雨感知器、４２　携帯電話、４３　
固定電話、４４　漏電警報機、４５　インターネット、４６　ＬＡＮ、４７　モデム、６
１　携帯電話、６２　移動体、６３　モデム、６４　サーバ、６５　指定電話機、６８　
テレビ、６９　照明器具、７０　オーディオ、７１　スピーカ、７２　警報機、７３　ス
プリンクラー、１２０　ＨＥＭＳコントローラ、１６０　リモコン
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